
〘今月の表紙〙素敵な表情の児童たち
こんに“ちな”！ 今月の表紙は、谷山真理子
さんから応募していただいた１枚です。下
平川小学校の授業参観に訪れた際の写真
で、青空のもと、何やら大爆笑する子ども
たちが本当に素敵ですね！広報ちな表紙
写真は随時募集中ですので、ドシドシご応
募ください！
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令和５年度
一般会計予算額
82億３50万円

　自主財源は、歳 入予算の16.0％、13億1637万1千円 
（前年度比△6,563万4千円、4.7％の減）となっています。
「町税」においては、景気回復及び徴収体制強化により
1,143万4千円の増、ふるさと納税「寄付金」が3,000万円
の増となっているものの、「繰入金」の6,581万9千円の減
額等を計上したことにより減額となっています。「繰入金」
の内訳は、財政調整基金繰入金を２億円、ふるさとまち
づくり基金繰入金を5,330万８千円、庁舎建設基金繰入
金を２億3,000万円計上しました。

　依存財源は、歳入予算の84.0％、68億8,712万9千円 
（前年度比10億3,043万4千円、17.6％の増）となっていま
す。「地方消費税交付金」906万8千円の増、「地方交付 
税」3,232万円の増、「国庫支出金」５億1,447万6千円 
の増、「町債」は、庁舎建設本体工事及び脱炭素関連工
事並びに上水道事業への出資債等のため、４億9,032万
3千円の増（前年度比４億9,032万3千円、40.1％の増）と
大幅な増額となっています。
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入ってくるお金のことを「歳入」と表します。
町税や国・県からの補助金などがあります。

一般会計歳入 （単位 : 千円）

款　　科目名称 当初
予算額

構成比
（％）

前年度比
（％）

♳町税 517,962 6.3 2.3
�分担金及び負担金 57,307 0.7 △14.6
�使用料及び手数料 55,989 0.7 △17.9
�財産収入 50,686 0.6 0.9
�寄付金 81,031 1.0 58.8
�繰入金 483,308 5.9 △12.0
�繰越金 20,000 0.2 △28.2
� 諸収入 69,796 1.0 58.6

自主財源　計 1,316,371 16.0 △4.7
♴地方譲与税 50,090 0.6 △4.7
♵利子割交付金 275 0.0 △13.8
♶配当割交付金 1,143 0.0 22.8
♷株式等譲渡所得割交付金 1,584 0.0 68.5
♸法人事業税交付金 5,103 0.1 87.6
♹地方消費税交付金 125,347 1.5 7.8
⓼環境性能割交付金 2,826 0.0 34.6
⓽国有提供施設等所在市町
村助成交付金 22,784 0.3 8.1

⓾地方特例交付金 1,223 0.0 △44.0
�地方交付金 3,260,820 39.7 1.0
�交通安全対策特別交付金 652 0.0 △4.3
�国庫支出金 1,204,022 14.7 74.6
�県支出金 497,337 6.1 △4.1
�町債 1,713,923 20.9 40.1

依存財源　計 6,887,129 84.0 17.6
合　計 8,203,500 100.0 13.3

※比率 (%) は、小数点以下第2位を四捨五入の上表示しました。その
ため、構成比については、合計が一致しない場合があります。
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当初予算額の推移
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　義務的経費は、歳出予算の34.4％、28億2,604万円 
（前年度比7,587万5千円、3.3％の減）となりました。
人件費については、会計年度任用職員数は増加してい
るものの職員の定年延長による退職手当組合への負担
が引き下げられたことにより1,316万4千円の減、扶助
費は障害児給付費・高額障害児通所給付費が2,078万円
の減となったため、2,060万5千円の減、公債費（町の
償還）の償還が4,210万6千円の減となったためです。
　投資的経費（普通建設事業費）は、歳出予算の
31.7 ％、26億350万 円（ 前 年 度 比 ８ 億8,377万7千 円、
51.4％の増）となりました。補助事業は、ゼロカーボ
ンアイランドおきのえらぶ推進事業費、観光案内道標
設置整備事業及び下平川小学校予防改修事業費を新規
計上したことにより７億2,272万８千円の大幅な増と
なりました。単独事業は、防災行政無線整備事業及び
避難施設発電機用設備工事費を新規計上し、庁舎建設
事業費の増により1億3,161万5千円の増となりました。
　一般行政経費は、物件費（旅費、交際費、需用費、
役務費、委託料、使用料及び賃借料、原材料費、備品

購入費等）、補助費（各種団体等への補助金、公的機
関への負担金、報酬費等）、その他（維持補修費、積
立金、投資及び出資金、繰出金、予備費）からなって
おり、歳出予算額の33.8％、27億7,396万円（前年度比
１億5,689万8千円、6.0％の増）となりました。物件費
については、新庁舎移転に伴う備品購入、県防災シス
テム等新庁舎移設業務委託料を新規計上したことによ
り１億5,973万1千円の増となりました。補助費等は、
下水道事業特別会計及び農業集落排水事業特別会計並
びに合併処理浄化槽事業特別会計が公営企業会計に移
行したことにより負担金として計上したため4,337万9
千円の増となりました。
　その他は、水道事業会計に対する出資金として水道
管路緊急改善事業費及び水道施設再編推進事業費、後
期高齢者医療特別会計への繰出金は増加したものの、
国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、下水道事
業特別会計、農業集落排水事業特別会計、合併処理浄
化槽事業特別会計への繰出金が減となったことから、
4,621万2千円の減となっています。
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町民１人当たりに
してみると
一般会計での

１人当たりの予算
145万8,918円

（3/1時点の人口：5,623人）

保健や
ごみ処理に
64,817円

子どもたちが
学ぶために
106,450円

消防や
救急に

26,630円

商工・観光業の
振興に

15,148円 農林水産業の
振興や

農地の整備に
141,400円

借金の返済に
172,442円

町の運営に
関わるものに
582,385円

道路の維持や
公営住宅の改修に

82,212円

高齢者福祉・
児童福祉・

障害者福祉に
251,197円

議会活動に
14,439円

その他
1,798円

歳出予算について 使いみちのことを「歳出」と表します。福祉や教育、消防などの
町民の暮らしや、町の基盤整備、環境施策などに使われます。
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令和５年度特別会計予算額 （単位：千円）

特別会計名称 令和５ 令和４ 増減
国民健康保険 1,081,460 1,062,727   1.8 
介護保険 850,204 868,916 ▲ 2.2 
後期高齢者医療 97,837 85,848  14.0 
奨学資金 19,942 22,172 ▲10.1 

特別会計名称 令和５ 令和４ 増減
下水道事業 310,895 218,786 42.1
土地改良事業換地清算 3,600 16,306 △ 12,706

令和５年度に実施する主な事業（一部掲載） （単位 : 千円）

事業名等 事業費 事業概要

1 庁舎建設事業費 1,392,319 老朽化した庁舎の建替工事及び造成工事を行う。

2 防災無線設備機能
強化事業費 51,700 庁舎移転に伴う防災無線の更新工事を行う。

3 デジタル推進費 8,680 業務のデジタル化に対応するための端末整備及びデジタル人材（地域活性
化企業人）の活用。

4 ゼロカーボンアイランド
おきのえらぶ推進事業費 762,267 DGR（デジタルグリッドルータ）を活用した新庁舎周辺における太陽光、

蓄電池での自立自足型再エネ供給システム構築を行う。

5 観光案内道標設置整備事
業費 20,000 目的地の情報をモバイル端末で確認することができる機能を備えた観光道

標を設置する。

6 沖永良部島教育魅力化事
業費 14,006

主に中学生を対象に公営塾を開講し、基礎学力の向上及び「考えるチカラ」
を養い、地域の社会経済を学ぶ機会を設け、地域の課題に対してアクショ
ンを起こせる環境を創出する。

7 子育て支援金事業費 10,350 子育て世代への支援策等として、出生祝金、小学校入学祝金、中学校入学
祝金及び高校入学祝金を支給する。

8 子ども医療費助成事業費 13,263 高等学校終了前の子どもの健康の保持促進を図るため、医療費を助成する。

9 上水道事業費 111,200 上水道管路整備及び施設再編整備を行う水道事業会計に出資を行う。

10
県営畑地帯
総合整備事業費

（担い手育成型）
43,364

【第二田皆地区】区画整理 A=9.5ha，農業用用排水施設一式，測量設計
一式〈事業地元負担金〉22,200千円

【知名南西部地区】区画整理 A=5.0ha，農業用用排水施設一式，測量設
計一式〈事業地元負担金〉21,000千円

11
園芸振興費知名町
畑地かんがい園芸産地
確立事業補助金

4,690 収益性の高い施設園芸を行う生産者に対し、施設整備に係る資材経費の
助成を行う。

12 定年帰農者支援事業費 2,250 中高年のＵターン者を対象にし、農業を始めるにあったてのノウハウの提
供や必要資材の助成を行う。

13
県営畑地帯
総合整備事業費

（担い手支援型）
34,390

【正名地区】農道工 L=400m, 末端散水施設 A=2.5ha〈事業地元負担金〉
6,780千円【瀬利覚地区】支線水路 A=1.5ha，末端散水施設 A=1.7ha〈事
業地元負担金〉3,000千円【田皆・矢護仁屋地区】農業用用排水施設
A=15ha〈事業地元負担金〉5,400千円【山田地区】農道工 L=1700m，土
層改良 A=0.8ha，暗渠 A=0.2ha〈事業地元負担金〉9,600千円【知名西部
地区】農道工 L=2000m，土層改良 A=2.0ha〈事業地元負担金〉8,115千
円【知名・屋子母地区】測量設計一式〈事業地元負担金〉1,200千円

14 下平川小学校
予防改修事業費 110,391 老朽化対策及び質的改善を行い、校舎の長寿命化・機能向上を図る。

15 地域運動部活動
推進事業費 8,659

少子化による部活動継続への懸念や部活動指導に伴う学校教職員の長時
間勤務を解消するための働き方改革を推進し、学校教育の質の向上を図
るために部活動の地域移行を推進する。
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し
ま
れ
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
庁
舎
と
な
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
そ
の
他
の
公
共
施
設
へ
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
更
新
と
再
整
備
、

旧
庁
舎
跡
地
の
活
用
、
安
心
し
て
通

行
で
き
る
道
路
整
備
な
ど
「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
環
境
整
備
」「
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
未
来
を

支
え
る
産
業
競
争
力
の
強
化
と
次
代

を
担
う
人
材
づ
く
り
」
に
国
や
県
、

関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周

年
に
あ
た
り
、
今
日
の
沖
永
良
部
の

発
展
は
先
人
た
ち
が
子
孫
の
教
育
の

保
証
を
願
い
全
世
代
の
一
意
専
心
な

復
帰
運
動
の
礎
に
あ
る
こ
と
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
強
く
認
識
す
る
機
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
の
抱
え
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
全
て
を
一
足
飛
び
に
解

決
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
す
。

し
か
し
、知
名
町
に
は
地
域
の
特
性
・

特
色
を
形
づ
く
る
21
の
「
字
」
と
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、
地
域

の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
や
観
光
業
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
強
み
や
魅
力
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
、
本
町
の

進
む
べ
き
方
向
で
あ
る
と
確
信
し
、

第
６
次
知
名
町
総
合
振
興
計
画
（
令

和
２
年
度
～
８
年
度
。
以
下
「
総
合

振
興
計
画
」）
に
お
い
て
「
21
の
暮

ら
し
を
大
切
に
、
21
の
未
来
を
創
る

子
や
孫
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
３
つ
の
基

本
理
念
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）、
21
の
行

動
方
針
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）、

２
つ
の
管
理
指
針（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

を
定
め
て
い
ま
す
。

３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は

1 

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
た

い
環
境
の
維
持
・
整
備

2 

持
続
し
て
い
く
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
・
育
成

3 
未
来
を
支
え
る
産
業
競
争
力

の
強
化
と
次
世
代
を
担
う
人

づ
く
り

　

町
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
先
人
た
ち
が

育
て
上
げ
た
「
結
い
の
心
（
助
け
合

う
・
協
力
し
合
う
）」
が
創
り
上
げ

た
「
字
」
を
基
盤
と
し
た
多
様
性
と

強
固
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
軸
と
し

た
町
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。
私
が

町
長
就
任
以
来
掲
げ
る
「
子
や
孫
が

誇
れ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
に
向
け
て
は
、「
協
考
（
み
ん

な
で
考
え
）」「
協
働
（
み
ん
な
で
取

り
組
み
）」「
協
創
（
み
ん
な
で
つ
く

る
）」
と
い
う
三
つ
の
基
本
姿
勢
の

も
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

反
映
し
た
町
政
運
営
を
基
軸
に
、
適

宜
、
町
民
と
語
る
会
な
ど
を
通
し
て

町
民
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
伺
い
な

が
ら
、
各
施
策
に
対
す
る
評
価
・
検

証
・
見
直
し
を
行
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
動
か
し
、
町
民
が
主
役
と

な
っ
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

│
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
続
け
た
い
環
境
の
維
持
・
生
活
基
盤
の
整
備 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
構
想
を

推
進
し
持
続
可
能
な
自
律
自
足

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

本
町
は
外
海
離
島
で
あ
る
そ
の
特

性
を
活
か
し
、
太
陽
光
や
風
を
活
用

し
、小
規
模
集
落
な
ど
と
連
携
し
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

源
と
消
費
施
設
を
持
つ
地
産
地
消
を

行
う
自
律
自
足
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
の
形
成
に
つ
い
て
、
民
間
の

知
見
・
資
金
を
最
大
限
活
用
し
て
経

済
合
理
性
、
持
続
可
能
性
や
脱
炭
素

型
地
域
交
通
モ
デ
ル
等
の
確
立
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
本
町
が
導
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
新
技
術
の
実
用
性

と
信
頼
度
を
確
か
め
、
環
境
省
や
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
堅
実
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

良
好
な
生
活
環
境 

（
上
下
水
道
）
の
整
備 

　

令
和
５
年
度
か
ら
硬
度
低
減
化
や

水
道
管
路
改
善
に
対
す
る
国
の
補
助

率
が
２
分
の
１
に
嵩
上
げ
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
加

速
さ
せ
、
数
年
後
の
新
た
な
水
道
管

路
と
硬
度
低
減
設
備
の
完
成
に
よ

り
、
町
民
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済

に
好
循
環
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

安
心
・
安
全
な
住
環
境
の
整
備 

　

公
営
住
宅
関
連
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
建
設
さ
れ
た
公
営
住
宅
の
長
寿
命

化
を
図
る
た
め
、
令
和
４
年
度
に
下

平
川
第
２
団
地
の
改
修
工
事
を
実
施

し
、
令
和
５
年
度
に
白
浜
団
地
２
号

棟
改
修
工
事
、
田
皆
第
二
団
地
改
修

令
和
５
年
度

施
政
方
針

今
井
町
長
は、
令
和
５
年
第
１
回
議
会
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り、
令
和
５
年
度
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
抜
粋
及
び
修
正
し
て
掲
載
し
ま
す
。

な
お、
全
文
及
び
動
画
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

101

0203

5 │広報ちな 2023.04



設
計
委
託
を
予
定
し
て
お
り
、
年
次

的
に
住
吉
団
地
の
改
修
、
田
水
団
地

の
建
て
替
え
に
順
次
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

適
切
な
道
路
環
境
の 

整
備
・
維
持
と 

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上 

　

交
通
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、
防
災
・

安
全
交
付
金
な
ど
の
各
種
交
付
金
事

業
等
を
活
用
し
て
年
次
ご
と
に
整
備

を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

開
か
れ
た
町
政
運
営
の
推
進 

　

身
近
な
公
共
施
設
の
活
用
方
法
、

各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
と

し
て
、
個
人
や
団
体
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
、
現
役
場
跡
地
の
利
活

用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
町
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て

も
、
町
民
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。 

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る 

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
効
率
化 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
に
よ
り
交
付
率
82
％
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
末

を
目
途
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し

た
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
構
築
を
推
進

し
、
手
続
に
か
か
る
時
間
短
縮
に
向

け
た
取
組
み
等
を
進
め
ま
す
。

 

│
持
続
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
・
育
成 

　

町
（
行
政
）
は
健
康
寿
命
の
延
伸

の
た
め
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど

に
お
け
る
社
会
環
境
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る

心
や
体
の
健
康
づ
く
り
、
社
会
全
体

で
障
が
い
の
あ
る
人
の
活
躍
を
支
え

る
こ
と
や
、
引
き
こ
も
り
や
自
殺
等

を
未
然
に
防
ぐ
と
い
っ
た
対
応
に
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

医
療
保
険
者
に
よ
る 

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
／ 

予
防
・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て 

レ
セ
プ
ト
・
健
診
情
報
等
の
デ
ー
タ

の
分
析
に
基
づ
く
、
効
率
的
・
効
果

的
な
保
健
事
業
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
で
実
施
す
る
た
め
の
第
３
期
保
健

事
業
計
画
（
デ
ー
タ
ー
ヘ
ル
ス
）
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て 

　
「
マ
ス
ク
着
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
」
で
は
、
３
月
13
日
か
ら

は
着
用
に
つ
い
て
個
人
の
判
断
が
尊

重
さ
れ
ま
す
が
、
感
染
対
策
上
、
医

療
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど
閉
鎖
的

空
間
内
に
お
い
て
は
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
着
用
を
推
奨
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注

視
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

安
心
し
て
出
産
し
、 

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

子
育
て
不
安
要
因
を
除
外
し
て
い

く
こ
と
は
、
国
や
地
方
自
治
体
は
も

と
よ
り
、
企
業
・
職
場
や
地
域
社
会

の
役
割
で
も
あ
り
、
子
育
て
支
援
社

会
の
構
築
は
重
要
な
取
組
み
で
あ
り

ま
す
。 安

心
し
て
健
や
か
に 

過
ご
せ
る
町
づ
く
り 

　

町
民
の
健
康
増
進
・
食
生
活
改
善

に
向
け
て
、
介
護
予
防
教
室
の
拡
充

や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
に
努

め
て
各
種
予
防
対
策
を
講
じ
ま
す
。 

災
害
に
強
い 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
現
在

２
０
０
名
余
り
が
登
録
さ
れ
て
お

り
、同
意
い
た
だ
い
た
方
の
情
報
は
、

平
常
時
か
ら
字
や
民
生
委
員
、
消
防

団
等
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
総
合
防
災

訓
練
を
自
衛
隊
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
実
施
す

る
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

 

│
未
来
を
支
え
る
産
業
競
争
力
の
強
化
と
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り 

稼
げ
る
地
域
を
つ
く
る 

農
業・畜
産
・
水
産
業
の
た
め
の 

基
盤
づ
く
り 

　

農
業
生
産
条
件
の
整
備
を
強
力
に

推
進
し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農

業
経
営
体
の
育
成
や
農
業
生
産
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
化
と
併
せ
て
、
大
型
機
械

の
導
入
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
ほ
場

整
備
や
畑
地
か
ん
が
い
施
設
な
ど
の

農
業
生
産
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
に

対
応
し
た
溜
池
、
排
水
路
対
策
や
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
土
地
改
良
施

設
の
機
能
診
断
、
省
エ
ネ
技
術
の
導

入
等
の
保
全
対
策
等
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。 

活
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
育
成

　

今
後
も
農
業
分

野
に
お
け
る
複
合

経
営
の
推
進
と
機
械

化
に
よ
る
省
力
化
を

図
る
と
と
も
に
収
益

性
の
高
い
作
物
を
導

入
し
、
魅
力
あ
る
農

業
・
活
力
あ
る
農
業

に
よ
る
経
営
体
の
育
成
を
推
進
す
る

と
共
に
、
国
・
県
の
交
付
金
等
制
度

の
活
用
に
よ
る
生
産
施
設
の
導
入
及

び
生
産
組
織
の
育
成
や
新
た
な
農
業

の
担
い
手
と
な
る
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
資
源
の
充
実
と 

交
流
人
口
拡
大
に
よ
る 

競
争
力
の
あ
る
町
づ
く
り 

　

令
和
３
年
度
に
両
町
で
設
立
し
た

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
「
え
ら
ぶ
島

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
で
は
、
本

町
に
も
数
名
の
方
が
就
労
し
、
職
場

は
も
と
よ
り
地
域
に
も
馴
染
ん
で
い

る
様
で
す
。
本
町
で
は
、
南
北
広
域
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連
携
事
業
等
に
よ
り
交
流
人
口
、
定

住
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
組
み
を

更
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

地
域
に
愛
着
を
持
て
る 

特
色
あ
る
教
育
活
動
、 

教
育
環
境
の
整
備 

1
学
校
教
育
の
充
実 

　

学
校
の
教
育
方
針
の

決
定
や
教
育
活
動
の
実

践
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
か
つ
機
動
的
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
な
ら

で
は
の
創
意
や
工
夫
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
島
を
知
り
、
島
の
こ
と
を

思
い
続
け
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
「
島
の
教
育
魅
力
化
」
の
取
組
み

を
進
め
ま
す
。 

2
共
生
社
会
を
構
築
す
る
生
涯
学
習

の
充
実 

　

文
化
財
の
取
組
み
に
お
い
て
は
、

島
唄
・
島
ム
ニ
大
会
な
ど
に
よ
る
方

言
文
化
の
保
存
伝
承
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
島
の
昔

の
遊
び
、
踊
り
等
の
無
形
文
化
財
の

発
掘
や
復
興
は
島
興
し
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

3
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記
念

と「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

に
向
け
て 

　

令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
中
止
と

な
っ
て
い
た
「
か
ご
し
ま
国
体
」
が

特
別
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
町
で
は
、
５
月
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し
て
「
ミ
ニ
バ

レ
ー
」、
９
月
に
公
開
競
技
と
し
て

「
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
の
開
催

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
日
本
各
地
か

ら
競
技
者
・
関
係
者
等
が
大
勢
来
島

さ
れ
ま
す
。 

む
す
び
に 

　

経
済
学
者
や
学
識
経
験
者
が
物
事

は
４
つ
の
目
で
見
る
こ
と
の
大
切
さ

を
い
い
ま
す
。
１
つ
目
の
目
は
「
虫

の
目
」。
組
織
で
言
え
ば
、
現
場
に

出
か
け
、
直
接
「
情
報
」
を
仕
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
、

一
面
的
な
見
方
を
せ
ず
、「
複
眼
的
」

に
見
る
と
い
う
こ
と
が
「
虫
の
目
」

で
あ
り
ま
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
接
近
し
す
ぎ
る

と
全
体
が
見
え
な
く
な
る
の
で
、
一

度
距
離
を
取
り
直
し
て
、
地
域
や
業

界
と
い
う
大
き
な
枠
か
ら
そ
の
「
情

報
」
を
見
直
す
と
い
う
全
体
を
俯
瞰

し
て
み
る
２
つ
目
の
目
が「
鳥
の
目
」

で
あ
り
ま
す
。 

　

そ
し
て
、
そ
の
「
情
報
」
を
理
解

す
る
と
き
に
、
時
代
や
社
会
の
流
れ

の
中
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

情
報
や
事
象
が
ど
の
よ
う
な
変
化
の

中
で
発
生
し
た
の
か
、
時
代
の
潮
流

を
見
る
目
が
３
つ
目
の
目「
魚
の
目
」

で
あ
り
ま
す
。 

　

あ
ふ
れ
か
え
る
「
情
報
」
の
中
か

ら
必
要
な
も
の
は
何
か
、
様
々
な
角

度
か
ら
分
析
し
、
理
解
を
重
ね
、
次

の
一
手
を
繰
り
出
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
角
度
か
ら

見
る
目
が
４
つ
め
の
目
「
コ
ウ
モ
リ

の
目
」
で
あ
り
ま
す
。 

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
も
う
ひ
と

つ
必
要
な
目
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
と
い

う
「
内
省
の
目
」
で
あ
り
ま
す
。 

　

外
界
を
見
る
４
つ
の
目
は
、
経
験

を
積
ん
で
い
く
と
視
力
は
向
上
し
ま

す
が
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
内
省

の
目
は
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
言

い
訳
や
自
己
弁
護
の
靄
が
か
か
り
、

真
実
の
自
分
の
姿
を
曇
ら
せ
て
し
ま

い
が
ち
に
な
り
ま
す
。
内
省
の
目
を

研
ぎ
澄
ま
せ
お
く
に
は
、
素
直
な
心

を
持
っ
て
他
人
の
意
見
を
よ
く
聞

き
、
常
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、「
協
考
」「
協
働
」「
協

創
」
の
３
文
字
を
拳
拳
服
膺
し
て
ま

い
り
ま
す
。

04

町づくりの基本理念を分かり
やすく紹介した『第６次知名
町総合振興計画（後期）』を
各家庭に配布します。
施政方針と併せてご確認くだ
さい。こちらの QR コードから
もご確認いただけます。

2 3

第6次知名町総合振興計画は… 
知名町の未来を、みんなで創るための道標
第 6次知名町総合振興計画は、2020年（令和 2年）度〜2026年（令和 8年）度までの期間の中で、
行政がこれからのまちづくりに必要となる方向性を示した、町の未来を創っていくための道標です。
きっと、この町に暮らす一人ひとりが、その方向性を知り、将来どんな町にしたいのかを思い描くことで、
行政だけでなく、みんなが一緒に考え、実行していくまちづくりにつながっていくはずです。

総合振興計画ってなに？

みんなが住みやすい、
暮らし続けたいと

思える町

一人ひとりが
主役として互いに
支え合える社会

大切にしたい！
知名町を形作る

21の字

活気・賑わい
のある

元気な未来

『第６次知名町総合振興計画
（後期）』を各家庭に配布します

『第６次知名町
総合振興計画（後期）』

施政方針（全文）
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ま ち の 話 題

2023.02-03

02.28
03.03

02.21
02.24

「認定こども園きらきら」と 
「そら・SORA」が交流会

2月28日、認定こども園きらきらにて、知名町地域子育
て支援拠点事業の一環として、そら・SORA ときらきら
の園児たちとの交流会が初めて行われました。子ども
たちは滑り台や三輪車・ブランコ遊びなどをして交流し、
そら・SORA から手作りの蝶々のおもちゃをプレゼント
された園児（２歳児）たちは、指に通してパタパタとさ
せて喜んでいました。

初の試み「ひな祭り」
３月３日、知名町老人福祉セ
ンターにてひな祭りが行われま
した。ひな祭りは初の試みで、
そら・ＳＯＲＡ、知名町社会福
祉協議会（通所型サービスＡ、
トロピカルクラブ、職員）が合
同で実施し、ひな祭りを楽し
みながら町内における交流人
口の拡大に取り組みました。イ
ベント内では、参加者全員の自己紹介を終えたあと、歌に合わせた簡単なダンスやちらし寿司の説明などを行い、
お土産として桜餅・蝶のおもちゃ・紙飛行機・自己紹介ネームプレートなどを参加者に渡しました。幅広い世代
と交流した子どもたちは終始元気で楽しそうな様子が印象的でした。

知名町商工会青年部 
「鹿児島県知事表彰」受賞

２月21日、鹿児島市内のホテルにて鹿児島県商工会青年
部・女性部連合会結成55周年記念大会の式典が開催さ
れ、知名町商工会青年部が日頃の地域活性化に向けた活
動や功績が認められ、鹿児島県知事表彰を受賞しました。
今回の受賞は、県下38商工会青年部の中から唯一であり、
未来を担う子どもたちへ夢を届け、地元の高校生や青年
グループとの交流を通じ取り組んだことや子どもたちへの
図書寄贈事業など、地域貢献活動が高く評価され、地元
愛を醸成したことが表彰に繋がりました。今後も青年部員
は地域の〝チカラ〟になれるよう活動を続けてまいります。

知名町切り花品評会
２月24日、中央公民館ホールにて「令和４年度知名町
切花品評会」を開催しました。本町の切花栽培技術の
向上と商品性の高い花作りへの生産意欲を高め、銘柄
確立に資することを目的としており、６市場及び沖永良
部事務所農業普及課が揃いや草姿等を審査しました。
４品目13品種全39点の出品があり、田尻博樹さんのグ
ラジオラスが最優秀賞に輝きました。
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03.04
03.04

住吉字地域づくりプロジェクト報告会
３月４日、住吉字公民館にて地域づくりプロジェクトの報告会を実施しま
した。本取り組みは、コロナ禍、コロナ禍後を踏まえ、これまで人が集まっ
て活動してきた集落において、既存のコミュニティでは解決できない問
題を地域産業と連携して、どのように対応し、持続
する地域づくりを行う取り組みを構築するもので、区
長会を通じ、実施希望字を募集したところ、住吉字
での開催となりました。発表の内容は、町ホームペー
ジに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

「ちばりよー 島立ち座談会」が開催
３月４日、entaku( 旧はいさい ) にて、島外へ旅立つ高校
３年生を対象とした「ちばりよー 島立ち座談会」が開催
されました。主催したのは、島内外で島の魅力を伝える
活動を行っている一般社団法人シマスキで、慣れない島
外での生活に対する不安等を払拭するために、各地域で
活動する沖高出身の社会人や現大学生とのコミュニケー
ションを図る場を創出し、総勢35名が参加しました。自
己紹介やアイスブレイクなどで場を和ませた後、意見交換
会を実施し、沖高卒業生からのさまざまな質問に対して
島の先輩が優しく回答し、有意義な意見交換会となりま
した。島を離れた新しい生活でも頑張ってほしいですね。

03.05

「あぐとぅ あぐし まさむん教室」
3月5日、今春高校を卒業する生徒7名を対象に、島料理と方
言を同時に学ぶ教室が始めて開催されました。島唄島ムニサ
ロン等に所属する10名の方が指導者となり、アンダギー、ウム
ムチ（芋もち）、ウジュルワーシー（島野菜炒め）、オーサ汁（あ

おさ汁）を一緒に作りました。指導
者の方々は食材や料理の仕方など、
ところどころに方言も使いながら島
料理を教え、生徒たちも一生懸命
取り組んでおり、島の郷土料理を覚
える貴重な体験となりました。

03.10

「知名町誌第二版」編さん検討結果の答申
３月10日、第一会議室において知名町編さん検討委員会
による「知名町誌第二版」編さんの検討結果を町長へ答
申しました。同検討委員会を７月から開催、郡内町村の
視察調査・意見交換、多くの収集資料の研究など幅広く
実施し、知名町誌初版以降から現代に至るまでの最新
の地域史研究の成果を追加した町誌として編さんするこ
ととしました。今回の答申では、策定の趣旨・基本方針・内容・刊行計画等が答申され、今後は島外研究者も 
交え検討し、行政編を加え、令和８年（町制80周年）の刊行を目指すこととしました。今年度から事務局体制
を整え、町誌編さん室の開設や新たに編さん委員会を設置するなどして町民の皆さまの意見も取り入れ編さん
していきます。
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03.13
03.16

03.12
03.25

知名中学校が「体力アップ！ チャレンジかごしま」 
学校賞を受賞
３月13日、知名中学校において鹿児島県体力向上推進事業に
おける「体力アップ！チャレンジかごしま」学校賞を受賞した
ことによる表彰式が行われました。本取り組みは、県内生徒
の運動習慣の育成や体力向上を図るために、実施種目（集団
連続縄跳び等計５種目）を設け、自己の健康や体力の課題
に応じた運動を実践することができる生徒を育成する目的が
あり、本町からは知名中学校が見事に受賞しました。

令和４年度文部科学大臣優秀教職員表彰
３月16日、教育長室にて知名中学校教諭の芋高純子さんが令和４年
度文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞したことによる伝達式が行わ
れました。文部科学省では、平成18年度から学校教育における教育
実践等に顕著な成果を上げた教職員及び教職員組織を対象に、その
功績を広く周知することにより、教職員の意欲及び資質能力の向上に
資することを目的として、文部科学大臣表彰を行っています。今年度は、
799名の教職員及び54の教職員組織の皆さまが受賞されました。

entaku にてオープンキッチン 
（子ども食堂）が開催

３月12、27日の２日間、entaku（旧ハイサイ）にてオープンキッ
チン（子ども食堂）が開催されました。entaku は、「子ども第
三の居場所」事業のコミュニティモデル施設で、オープンキッ
チンが開催された両日ともに定員数超えの応募があり、計40
合のお米が全てなくなる反響ぶりでした。また、entaku には
広いスペースと WiFi が完備されてお
り、参加した子どもたちは温かいご飯
を食べた後、折り紙やゲームなどを行
い、とても楽しそうに過ごしていまし
た。４月は毎週土日に開催される予定
です。「子ども第三の居場所」などを
活用し、町内の子どもたちが明るく元
気に育ってほしいものですね。

余多字で初の子ども食堂 
「子は地域の宝です。フェス」が開催

３月25、30日、余多字公民館にて子ども食堂「子は地
域の宝です。フェス」が開催されました。子ども食堂と
は、地域住民や自治体が主体となり、無料または低価
格帯で子どもたちに食事を提供するコミュニティの場の
ことで、余多字と社会福祉協議会が合同で愛情たっぷ
りのご飯を子どもたちに振舞いました。また、地域の方
のみならず沖高生もボランティア参加し、子どもたちと
玉入れや新聞紙鉄砲、ソテツのカゴ作り等を行い、子
どもたちの楽しそうな笑顔が印象的でした。
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町マスコットキャラクター

「ちなボー」の
つぶやきコーナー

田畑 梨花さん（本名：田畑ハナ子 瀬利覚字出身）が 
ルーヴル美術館 

「日仏文学貢献歌人グランプリ」を 
受賞したボー‼
2023年のパリ・ルーヴル美術館開館230周年を記念し、
日仏を中心に〝日本のことば〟の美しさを世界に伝える令
和最高位の歌人として、瀬利覚字出身の田畑梨花さんに 

「日仏文学貢献歌人グランプリ」が授与されたボー‼　
今回の栄えある受賞を記念して、田畑さんの文学を一部
紹介するボー‼

仕事
機能：サテライトオフィススペース
フローラルパーク前にある
空き地を活用し建 築。４
社程度が入居できる物件と
し、進出企業が利用できる
よう整備を行う。

宿泊 
機能：宿泊機能
企業人材の柔軟な働き方に対応する
ために、フローラルホテルの客室を
改修し、プライベートなワークスペー
ス兼長期宿泊可能なスペースを整備。

交流 
機能：コワーキングスペース、サテライトオフィスブー
ス、共用会議室、交流促進スペース
フローラル館地下１階の空間を活用し、
会議室等の事務局機能を設置すると共に
地域住民との交流スペースにも活用予定。

日頃より『広報ちな』をご購読いただ
き感謝感激だボー !!
そこで皆さまの感想や意見を調査す
べく、アンケートを作成したボー！皆
さまと一緒に、より多くの方に親しま
れる広報誌を作り上げていきたいんだ

ボー。こんな記事・特集を載せてほし
い。ちなボーが可愛い等、なんでも
大丈夫だボー！ ど
しどし応募してほし
いボー!! ＱＲコード
からお願いだボー !!

こんに〝ちな〟ボー！ちなボーが耳寄りな情報をお届けするボー‼

https://logoform.jp/
form/AwVT/101672

「広報ちな」購読アンケートへの
ご協力をお願いだボー !!

もっとみんなと仲良くなりたい
ボー！

田畑 梨花 Rika Tabata

中國書法研究院客員教授。
【過去の偉業（一部抜粋）】
日本文学館出版賞、日仏トリ
コロール・コレクション大賞、
仏ジャンヌ・ダルク生誕600年
記念芸術賞、日仏交流400周
年記念芸術作家認定、ミラノ
国際文学大賞、令和歌人最高
位表彰　など

「デジタル田園都市国家構想事業」 
に期待だボー !!
国の補助事業である「デジタル田園都
市国家構想推進交付金」及び「新型コ
ロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金」を活用し、企業・働く人が求め
ることや課題を的確に把握・解決し、地
域力を高める関係人口（新たな移住者）
の獲得を目的としたサテライトオフィス
の整備・運営を実施していくボー！ 島外
の企業などで働く人の、知名町での取
り組みにも期待だボー !!

歌人最高位のグランプリ受賞！

たくさんの人に来て欲しいボー！

そ
の
昔
・
花は

な
づ
な絆

の
島
と
歌
わ
れ
し

�

沖
永
良
部
に
吾あ

は
生
ま
れ
た
り

限
り
な
く
挑
み
続
け
し
歌
の
道

�

九
こ
こ
の

十そ

路じ

な
る
夜
半
省
り
み
る
か
な

紅
色
の
淡
き
香
り
を
漂
は
せ

�

み
ず
き
の
花
咲
く
裏
通
り
に
た
つ

知名町×離島経済新聞社×ツギノバが連携して

島外企業が
知名町へ進出するのを

支援します！
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問町立図書館　
☎（93）4356　
http://www.china-lib.jp/

『猛き朝日』
天野 純希 / 著（中央公論新社）

このすしは、生き物
なのか、乗り物なの
か、 食べ 物 なのか
…？ 謎のすし達が
絵本の中を「すし語」
で駆け抜ける！この
本は、無意味を楽し
むナンセンス×食べ
物絵本です。

『すしん』
たなか ひかる / 作（ポプラ社）

  ４月の行事予定
▶ 20 日（木）おはなしの時間　 
　午前 10 時半～午前 11 時半（未就学児対象）
▶ 22 日（土）おはなしの時間　午後３時～午後４時

４月から開館時間が夏時間に変更になります。
開館：午前10時　閉館：午後６時30分

児
童
書

一
般
書

この男が幕府を開いて
いれば、殺 戮の歴 史
はなかったー。類い稀
なる軍略で平家を破り、
男女貴賊隔てない登用
で、頼朝や義経より早
く時代を切り拓いた武
士。日本史上最も熱き
敗者、「朝日将軍」木
曽義仲の鮮烈な生涯。

2023 年 10 月から始まる
「インボイス制度」を担
当する方に向けて、適格
請求書の発行や申請時
の考慮点など豊富な記
載例と図解をまじえて解
説する即効マニュアル。
個人事業主や経理担当
者必見です。

『即効！ 
 インボイス制度対応マニュアル』
大山 誠 / 著（秀和システム）

実
用
書

「しまむにのしずく」は、2015年から沖永良部島に通っ
ている山田真寛（国立国語研究所）が、沖永良部
語の学習者として作文をする連載記事です。分かち
書きをして逐語訳をつけた沖永良部語の文章は、上
平川方言の調査で学んだ文法知識を使って書いてい
ます。母語話者には確認していただいていないので、
間違いや不自然な表現はぜひ添削をお願いします！

連　載

子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
る
と
き
に
も
、

し
ま
の
こ
と
ば
が

聞
こ
え
る
世
界
を

残
す
た
め
に
。

タク＆リエの しまむにし がいちみゃー！

	小学校ぬ	しまむに
	小学校の	 しまむに

第
13
回

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

編集担当
ユリ

デザイン担当
リエ

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

編集担当
ユリ

デザイン担当
リエ

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

編集担当
タク

デザイン担当
リエ

わきゃむ
しまむに 

なろとぅんどー！！

	一月に	 あたぬ	 危機言語サミットぬ	 めーに
	一月に	 あった	 危機言語サミットの	 ために

	ゆしきゃ小学校ぬ	校長しぇんしぇとぅ	 教頭しぇんしぇから
	 下平川小学校の	 校長先生と	 教頭先生から

	がっくんてぃわ	 いきゃ	 しー	しまむに	なろとぅんでぃ	はたてぃ	 むろやぶたん。
	 学校では	 どう	 やって	しまむに	 習っていると	 教えて	 いただきました

	三年生わ	 一年間	 総合学習ぬ	時間に	 しまむに	なろてぃ、
	三年生は	 一年間	 総合学習の	 時間に	 しまむに	 習って

	また	 全学年	 六月ぬ	 一か月	 毎週15分	しまむにぬ	 時間	あやぶたん。
	また	 全学年	 六月の	 一か月	 毎週15分	 しまむにの	 時間	 ありました

	しまぬ	 ちゅーに	 がっくち	きち	 むろてぃ	みじらしゃぬ	くとぅ	しゃーぶんでぃさ。
	字の	 人に	 学校に	 来て	 もらって	 おもしろい	 こと	 なさっているそうです

	ふとぅしわ	ほかぬ	 がっくんてぃわ	 いきゃ	しゅんでぃ	ききぶしゃんでぃ	′むーとぅんとぅ
	 今年は	 他の	 学校では	 どう	 していると	 聞きたいと	 思っているので
	わがー	 いじゃぬ	 とぅきわ	しぇんしぇた	どーか	はたてぃ	たぼりよー。
	私が	 行った	 ときは	 先生たち	 どうか	 おしえて	 くださいね

	やまとぅんてぃ	きばてぃ、	シマぬ	めー
	 都会で	 頑張って、	 島の	 ために
	うとぅるしゃ	なろてぃ	ふーよ！
	 たくさん	 学んで	 おいで！

〔教えてくれた人 :
字30代男性〕

4月から担当になりました、名城玲奈
です。新しい本のリクエストなどあり
ましたら、お気軽にお声掛けください。
1年間、よろしくお願いします。
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―
―
ど
の
よ
う
な
高
校
生
活
で
し

た
か

　

当
時
は
高
校
卒
業
後
、
教
員
検

定
試
験
に
合
格
す
れ
ば
教
員
に
な

れ
る
時
代
で
あ
り
、
私
も
そ
の
道

を
求
め
、
高
校
進
学
を
決
め
ま
し

た
。
入
学
当
初
（
昭
和
26
年
）
は

知
名
・
和
泊
両
町
に
分
か
れ
て
学

校
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
高

校
1
年
時
の
２
学
期
か
ら
現
在
の

沖
高
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
機
の
な
い
時
代
、
あ
の
赤
土

を
モ
ッ
コ
で
運
ん
で
整
地
作
業
を

成
し
遂
げ
た
先
人
達
の
郷
土
愛
・

師
弟
へ
の
想
い
が
〝
教
育
の
島
〟

の
伝
統
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
い

る
こ
と
に
思
い
を
い
た
し
、
敬
服

と
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。

―
―
「
二
島
分
離
問
題
」
を
知
っ

た
当
時
の
取
り
組
み
は

　

生
徒
会
を
中
心
に
校
内
で
の
復

帰
に
関
す
る
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、

校
外
活
動
も
盛
ん
で
、
夜
間
に
手

分
け
し
て
各
集
落
を
回
り
、
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
し
た
。
昼
間
は

ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
、〝
復
帰
の

歌
〟
を
歌
い
な
が
ら
全
島
を
駆
け

巡
り
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
神
社
で

の
復
帰
祈
願
も
継
続
し
て
行
い
ま

し
た
。

　

教
員
検
定
試
験
に
向
け
て
勉
強

に
励
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
大

半
を
復
帰
運
動
に
捧
げ
た
高
校
時

代
で
し
た
ね
。
そ
の
後
、全
島
民
、

い
や
、
全
郡
民
の
危
機
意
識
の
高

ま
り
が
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
、
昭
和
28
年
12
月
、
私
が
高
校

３
年
の
２
学
期
末
に
つ
い
に
祖
国

復
帰
が
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
あ
れ
か
ら
70
年
で
す
か
、
早

い
も
の
で
す
ね
。
当
時
の
感
激
と

住
民
結
束
の
パ
ワ
ー
を
再
考
し
、

自
分
た
ち
の
町
、
島
、
国
の
更
な

る
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、
各
自
の

立
場
で
奮
励
努
力
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

　

次
号
で
は
、
二
島
分
離
問
題
最

中
に
沖
永
良
部
・
与
論
で
歌
わ
れ

て
い
た
〝
復
帰
の
歌
〟
を
紹
介
し

ま
す
。

祖
国
復
帰
の
原
点
。

高
校
生
か
ら
始
ま
っ
た
復
帰
運
動
を
誇
り
に
思
う
。

令
和
５
年
は
、

奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰
し
て

70
年
の
節
目
の
年
で
す
。

今
回
は
、
先
月
号
で
触
れ
た

「
二
島
分
離
問
題
」
に
つ
い
て
、

当
時
を
知
る
田
中
和
夫
さ
ん
に

伺
っ
た
話
を
紹
介
し
ま
す
。

当時、沖高生として祖国復帰に貢献した
田中 和夫さん（右は当時）

奄美群島日本復帰70周年記念
～ 連載： 沖永良部島、日本復帰までの記録 ～

音楽を奏でたら、それだけでみんな「兄
うとぅじゃぶら

弟」

音じゃぶらフェスうとぅ

出演
前田博美 with 大城ケンタロー
大山百合香 with LiLi
ゆーはらんばんど
玉城芸能保存会／畦布字伝承芸能保存会　
国頭芸能保存会／正名ヤッコ踊り保存会　
国頭民謡クラブ／沖高エイサー部

4/22㈯

チケット料金
大人：2,000円（当日2,500円）
高校生以下：1,000円（当日1,500円）
未就学児：無料

開催場所
知名町民体育館（自由席）

プレイガイド
【知名町】前田写真館（知名店・和泊店）／おき
のえらぶ島観光協会／アミカ／主婦の店／しん真
ラーメン／アイショップ【和泊町】物産処てぃだ（知
名店・和泊店）／たまり文具／大福／まごころ製糖
／サンプランニング（知名店・和泊店）【お問合せ先】

おきのえらぶ島観光協会（0997-84-3540）
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IN
FO

R
M
A
TIO

N町民課からお知らせ
マイナンバーカードの３つの疑問に

マイナンばあちゃんがお答えします！

他人があなたのマイナンバーを使って
手続きすることはできません！
マイナンバーを使う手続きでは、顔写真付きの
本人確認書類での本人確認が行われます。

マイナンバーを知られても、
あなたの個人情報を調べることはできません！
• マイナンバーの利用範囲や、 
 収集・保管などは法令で厳しく制限されています。
• 個人情報を一元管理する仕組みではないため、
 情報が芋づる式で漏れることはありません。

マイナンバーを悪用した場合には、厳しい罰則があります！
例えば…
マイナンバーを扱うことができる人が、自分または誰かの不正な利益のためにマ
イナンバーを提供した場合は、３年以下の懲役か150万円以下の罰金、もしくは
両方が科せられます。※罰則は他にもあります。

マイナンバー制度は、あなたの情報を 
１か所に集めて管理する仕組みではありません。

手続きを受付ける行政職員だけが、
その手続きに必要な情報に従ってア
クセスすることが許されています。

不正なアクセスが行われないように、
第三者機関の「個人情報保護委員
会」が監視・監督しています。

24時間365日体制にてマイナンバーカード
の一時利用停止を受付！
０１２０－９５―０１７８
通話料無料！
外国語も対応！（英・中・韓・スペイン・ポルトガル）
----------------------------------
カードの IC チップには、
税や年金などのプライバシー性の高い情報は入っていません！
健康保険証として利用も、（2021年10月から本格運用開始）、
特定健康情報や薬剤情報が IC チップに入ることはないんだね。
-----------------------------------------
カードの利用には暗証番号等の認証が必要です！
暗証番号を一定回数間違うと➡カードがロック
不正に情報を読みだそうとすると➡ IC チップが壊れる

マイナンバーカードの 
裏面に記載されている 
マイナンバーを 
他人に見られたら 
どうなるの？

マイナンバーで預貯金額や
医療などのあらゆる情報を
国から監視されるの？

マイナンバーカードを 
落としたり、 
失くしたりしたら 
どうしよう…

キャッシュカードと 
一緒だね！

マイナンバーを 
見られても、 
他人は悪用できない 
仕組みなのじゃ！

監視はしていないし、 
できないのじゃ！

安心せい、 
まずは電話じゃ！

■
上
下
水
道
課 ����

☎
84
㆐
３
１
５
９

新
し
く
上
下
水
道
課
が 

で
き
ま
し
た

　

従
来
、
公
共
下
水
道
は
建
設
課
、

農
業
集
落
排
水
・
合
併
処
理
浄
化
槽

は
耕
地
課
、
上
水
道
は
水
道
課
と
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か

ら
、
上
水
道
・
下
水
道
の
手
続
き
問

い
合
わ
せ
等
は
上
下
水
道
課
へ
お
願

い
し
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
・ 

　

農
業
集
落
排
水
事
業

•

下
水
道
施
設
・
管
路
の
維
持
管
理

（
宅
内
配
管
は
個
人
管
理
）

•

新
規
接
続
宅
の
宅
内
配
管
の
検
査

•

下
水
道
施
設
・
管
路
の
更
新
工
事

●
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

•

町
で
設
置
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽

の
維
持
管
理

•

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
工
事

●
上
水
道
事
業

•

上
水
道
施
設
・
管
路
の
維
持
管
理

（
宅
内
配
管
は
個
人
管
理
）

•

新
規
給
水
工
事
の
検
査
・
手
続
き

•

上
水
道
使
用
に
伴
う
手
続
き

マイナンバーの生き字引
マイナンばあちゃん
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■
町
民
課 ���������������������������������������������������������������

☎
84
㆐
３
１
５
２

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
続
の 

一
部
変
更
に
つ
い
て

　

３
月
27
日
に
、「
旅
券
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
４
年
法
律

第
33
号
）」
等
が
施
行
さ
れ
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
に
関
す
る
手

続
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類
及
び
そ
の
取

扱
い
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す

①
一
般
旅
券
発
給
申
請
書

申
請
書
様
式
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
有
効
な
様
式
の
申
請
書
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
申
請
書
」
を
御
自
身
で
作
成

し
、
印
刷
し
た
上
で
提
出
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
戸
籍
謄
本

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
手
続
に
必
要
と

な
る
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

戸
籍
謄
本
又
は
戸
籍
抄
本
の
い
ず
れ

か
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

戸
籍
謄
本
の
み
と
な
り
ま
す
。
戸
籍

抄
本
で
は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
戸
籍
謄
本
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ

さ
い
。

③
前
回
取
得
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト 

切
替
申
請
は
、
確
認
の
た
め
有
効
な

パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
時
に
窓
口
に
お

持
ち
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
る

ま
で
そ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
失
効
し
な

い
た
め
、
そ
の
ま
ま
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
。

新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
を
受
け
取
る
た

め
窓
口
に
来
ら
れ
る
際
は
、
古
い
パ

ス
ポ
ー
ト
を
必
ず
お
持
ち
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
お
持
ち

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
原
則
、
新

し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
渡
し
で
き
ま

せ
ん
）。

●
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
後
、
６
か
月
以

内
に
受
け
取
ら
な
い
場
合
、
次
回
申

請
時
の
手
数
料
が
高
額
に
な
り
ま
す

•

パ
ス
ポ
ー

ト
を
申
請

し
た
も
の

の
、
発
行

後
6
か
月

以
内
に

受
け
取
ら

な
い
場
合
、

旅
券
法
の

規
定
に
よ

り
、
発
行

し
た
パ
ス

ポ
ー
ト
は

失
効
（
未

交
付
失

効
）
し
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

•

令
和
5
年
3
月
27
日
以
降
に
申
請

し
、
発
行
さ
れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を

受
け
取
ら
ず
に
失
効
さ
せ
、
5
年

以
内
に
再
度
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請

を
す
る
場
合
は
、
手
数
料
が
通
常

よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
し
た
ら
、
必

ず
6
か
月
以
内
に
受
け
取
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■手数料が通常より高くなる場合の例
パスポートの
種類

通常の
手数料

未交付失効の
ある場合

10年間有効（18歳以上）16,000円 22,000円
５年間有効（12歳以上）11,000円 17,000円
５年間有効（12歳未満） 6,000円 12,000円

■
企
画
振
興
課 ������������������������������������������������������������

☎
84
㆐
３
１
６
２

知
名
町
移
住
定
住
促
進 

空
き
家
活
用
事
業
に
つ
い
て

　

知
名
町
に
お
け
る
空
き
家
等
の
有

効
活
用
を
通
し
て
、
町
内
へ
の
移
住

及
び
定
住
、
産
業
振
興
、
観
光
開
発
、

交
流
促
進
等
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

等
を
図
る
た
め
、
物
件
の
改
修
に
要

す
る
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
の
要
件

　

個
人
の
場
合
は
民
法
第
４
条
で
定

め
る
成
年
、
空
き
家
等
の
所
有
者
又

は
当
該
空
き
家
を
購
入
若
し
く
は
賃

借
す
る
者
、
字

●
補
助
金
額

　

事
業
の
経
費
の
総
額
に
３
分
の

２
を
乗
じ
て
得
た
額(

た
だ
し
、
千

円
未
満
切
り
捨
て)

と
し
、
上
限
を

２
０
０
万
円
。

例
経
費
総
額
１
５
０
万
円
だ
っ
た
場

合
、
補
助
金
額
１
０
０
万
円

●
補
助
対
象
事
業

　

台
所
・
浴
室
・
便
所
・
洗
面
所
等

の
改
修
及
び
こ
れ
ら
に
附
属
す
る
備

品
の
購
入
、
内
装
・
屋
根
・
外
壁
等

の
改
修
等

●
留
意
事
項

　

入
居
時
点
で
本
町
も
し
く
は
和
泊

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
入
居
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
空
き
家
所
有
者

の
３
親
等
の
方
も
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
請
受
付
期
間

　

４
月
10
日
㈪
～
５
月
19
日
㈮

　

※
審
査
結
果
は
６
月
上
旬
ご
ろ
ま

で
に
通
知
し
ま
す

●
令
和
５
年
度
当
初
予
算
額

　

１
０
０
０
万
円

詳
細
は
、
企
画
振
興
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

企画振興課からお知らせ

「布おむつ」紹介パンフレット完成！

　環境に配慮した「布
おむつ」について詳し
く説明したパンフレッ
トが完成しました。水
分を含んだ紙おむつ
を燃えるゴミとして処
分することは石油燃
料を必要とします。繰
り返し活用可能な「布おむつ」は、環境
のみならず家計にも優しい選択であると
言えます。
　本パンフレットでは「布おむつ」の使
用方法や洗濯方法を記載しています。ご
希望者に無料配布を行いますので、興味
のある方はお問い合わせください。
� 問企画振興課☎84－3162

総務課からお知らせ

各字の公民館（集会施設）は、町の
条例でその名称が規定されておりま
すが、令和５年度から町が発出する
文書等において、特別な場合を除き

「○○字公民館」と統一します。
問総務課☎84―3156

公民館の表記について
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保健福祉課からお知らせ

町では、国民健康保険及び後期高齢者医療制度に加入の方の健康管理に役立てていただくため、人間ドック・ 
脳ドック・がんドック（ＰＥＴ検診）の検査費用の一部を助成しています。

ドックの種類 人間ドック・脳ドック がんドック（PET 検診）
健康保険資格 国民健康保険 後期高齢者医療保険 国民健康保険
対象者 30歳以上75歳未満の者 制限なし 国保資格が一年以上ある者
実施期間 4月1日～翌年3月31日 4月1日～翌年3月31日

手続きの流れ
①役場にて申請➡②医療機関へ予約➡③ドック
受診➡④受診証明書・結果票を役場に提出➡⑤
指定の口座にお振り込み

①医療機関へ予約➡②役場にて申請➡③ドッ
ク受診（料金から助成額を引いた額が請求され
ます）➡④受診結果票を役場に提出

対象医療機関 制限なし
【鹿児島市内】
■厚地記念クリニック�PET 画像診断センター
■南風病院画像診断センター

助成金額
１日ドック：10,000円／２日ドック：20,000円
脳ドック：10,000円

検査費用の7割（上限：50,000円）

その他
注意事項

※助成の申請は、必ず検査日前日までに行ってください。
※同じ年度内に町で行う特定健診・長寿健診を受診される方は利用できません。
※国民健康保険税、後期高齢者保険料を完納していること。

人間ドック等の助成について 問保健福祉課☎84－3153

保健センターからお知らせ 令和5年度 健康診査のご案内 問保健センター☎93－２０７５

内容 日程 場所 備考

肺がん検診
5月25日
� ～ 31日

各字公民館、
あしびの郷・ちな

対象者（20歳以上の町民）に問診票を郵送します

女性がん検診
（予約制）

6月10日
� ～13日

あしびの郷・ちな 対象者（20歳以上の女性）に予約案内を郵送します

歯周疾患検診
7月1日～
� 9月30日

町内
歯科医療機関

今年度40歳、50歳、60歳、70歳の�
節目年齢の方に受診券を郵送します

厚生連健診
（特定健診、基本健診、
長寿健診）
大腸がん、
胃がん検診

10月
９日～�14日
� 16日
� 17日

町民体育館

特定健診対象者�：知名町国民健康保険に加入している
� ��40～74歳
基本健診対象者�：20～39歳の町民
長寿健診対象者�：後期高齢者医療制度対象の方
各種がん検診�：20歳以上の町民

厚生連結果報告会
11月21日
� ～ 23日

各字公民館、
町民体育館

厚生連健診を受診された方

早めのチェックで防ごう！ 生活習慣病
●生活習慣病は、進行するまではほとんど自覚症状がなく、気が

付かないうちに進行し、心筋梗塞や脳卒中等にもつながるリスク
のある疾患です。生活習慣病を悪化させてしまうと、治療には
時間も費用もかかります。そうなる前に、定期的に健診を受け
て生活習慣病の予防、重症化予防をすることが大切です。

●また、国民医療費は年々増加の一途をたどっています。定期的
な健（検）診で、ご自身の健康状態をチェックし、知ることが
健康維持にもつながり、医療費の大きな節約にもつながります。

●20歳～ 39歳の方も基本健診やがん検診を受診することができ
ます。若いうちから自分のからだを知るきっかけづくりを始めまし
ょう。

国民健康保険加入の40～ 74歳で、10月の
特定健診（集団）を受診できない方や通院
中の方は各医療機関での個別健診も受診が
可能です。詳しくは保健センターまでお問合
せください。
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総
務
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☎
84
㆐
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困
っ
た
ら　

一
人
で
悩
ま
ず　

行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
員
は
、
手
続
き
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の

助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改

善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
道
路
、
社
会
福
祉
、

登
記
、
税
金
、
年
金
、
雇
用
な
ど
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

●
行
政
相
談
委
員
の
連
絡
先

　

吉
田　

末
次

　
（
知
名
665
―
１
☎
93
―
２
７
８
３
）

●
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

•

日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

•

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

※
相
談
所
の
開
設
日
・
時
間
が
変
更

に
な
る
場
合
は
、
行
政
防
災
無
線

に
よ
り
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
開
設
日
以
外
に
も
自
宅
に
お
い
て

相
談
可
能
で
す
。
自
宅
相
談
を
希

望
の
場
合
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

企画振興課からお知らせ うそ電話詐欺対策アプリのご案内

「だれどこカルタ®」で
楽しく！ うそ電話詐欺対策

してみませんか？
「だれどこカルタ」とは、うそ電話詐欺
について楽しく学ぶことができるカル
タゲームのスマホアプリのことです。
少しでも家族の中で、詐欺についての
会話を増やし、詐欺被害を減らした
い！！ そんな思いから、私たちはこの
アプリを開発しました。

アプリの取得方法
① スマートフォンをひらく
② アプリをダウンロードするところをひらく
③ 「だれどこカルタ」で検索
④ 入手ボタンを押して、インストールをする

おじいちゃん

おばあちゃんと！

 完全無料で
広告もないよ！ 製作：鹿児島大学石橋研究室　https://aikalab.sakura.ne.jp/

お孫さんと！

有

料

広

告
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今
月
の
い
き
い
き
教
室

慶弔だより
（敬称略）

発
行

・
編

集
／

知
名

町
役

場
企

画
振

興
課

　
〒

891-9295鹿
児

島
県

大
島

郡
知

名
町

知
名

307番
地

令
和

５
年

４
月

10日
発

行
No.633

TEL 0997-84-3162 FAX 0997-84-3172
URL　

http://w
w

w
.tow

n.china.lg.jp/

（　　　　　 ）
◎総人口……5,623人（－５）

男 ……2,823人（－５）
女 ……2,800人（±０）

◎世帯数……3,010世帯（－４）

知名町ふるさとまちづくり基金

２月のふるさと納税寄附総額  1,772,300円
山口　良善 （兵庫県神戸市） 40,000円

善　意
皆様の善意に感謝申し上げます。（敬称略）

まちの人口
令和５年２月１日現在（前月比）

町民カレンダー 4/11- 5 /10

こんに〝ちな〞！ 奥
間です。先月行わ
れた 野 球の 世界

大会（WBC）は皆さん応援しましたか？ 
日本とアメリカの決勝戦は本当に興奮しました！ アメリ
カ代表はスター選手ばかりで、いわば世界選抜級。そ
こに勝ち、優 勝した日本はあっぱれでした！I Love 
Japan. I Love オオタニサーン‼ さて、新生活がスター
トです。今年度もよろしくお願いします！

編 集 後 記

上　城 4/13 木
 4/27 木
竿　津 4/13 木
 4/27 木
上平川 4/13 木
小　米 4/13 木
瀬利覚 4/17 月
 5/  1 月
芦清良 4/17 月

芦清良 5/  8 月
徳　時 4/18 火
 5/  9 火
下平川 4/18 火
 5/  2 火
屋子母 4/18 火
 5/  9 火
余　多 4/20 木
赤　嶺 4/20 木

久志検 4/24 月
正　名 4/24 月
 5/  8 月
大津勘 4/25 火
黒　貫 4/25 火
新　城 4/25 火
下　城 4/27 木
住　吉 4/27 木
田　皆 4/28 金

※新型コロナウイルス感染症拡大防止により、予定や内容が変更になる場合があります

お誕生おめでとう
出生児 誕生日 保護者

東山　千
ち お り

栞（２月 25 日）幸之助・寿美子（瀬利覚）

今村　寬
か ん じ

司（３月  ４日） 昇司・佳代子（知　名）

松元　鐘
しょうな

愛（３月  ８日） 勇斗・麻耶（田　皆）

謹んでご冥福をお祈りします
植村　西實 （68） 2 月 24 日没 （瀬利覚）
大村田鶴子 （71） 2 月 24 日没 （余　多）
芦村　盛武 （85） 2 月 25 日没 （芦清良）
黒木たか子 （61） 3 月 1 日没 （黒　貫）
仁礼　政雄 （94） 3 月 3 日没 （田　皆）
原田　孝一 （83） 3 月 3 日没 （小　米）
平　　敏夫 （82） 3 月 6 日没 （田　皆）
先田ちか子 （63） 3 月 10 日没 （知　名）

香典返し（社会福祉協議会へのご寄付、
　　　　　　　　お礼申し上げます）

森　武二郎（瀬利覚） 芦村　悦明（芦清良）
先田　　実（知　名）

【お詫びと訂正】広報ちな２月号に掲載の知名町
内一周駅伝競走大会及び広報ちな３月号に掲載の
慶弔だよりにおいて、ご氏名に誤りがありました。
以下の通り訂正し、深くお詫び申し上げます。

（正）高瀬三菜美　　（誤）高瀬美奈美
（正）鎌田　友二　　（誤）釜田　友二　

11 火
12 水
13 木
14 金
15 土
16 日 朝戸医院
17 月
18 火
19 水
20 木 おはなしの時間（未就学児）

21 金

22 土
浜下り（ワンジョビーチ・和泊町 )

おはなしの時間
公民館講座開講式（あしびの郷）

23 日 本部医院
沖泊海浜公園ボランティア清掃作業

24 月
25 火
26 水
27 木
28 金

29 土 昭和の日
福山医院

30 日 町田医院
1 月
2 火

3 水
憲法記念日

大蔵医院
図書館開館

4 木
みどりの日

朝戸医院
図書館開館

5 金 子供の日
本部医院

6 土

7 日 福山医院
5月子牛セリ市

8 月 5月子牛セリ市
9 火

10 水
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